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札幌市北区で長さ 44.00 m の N 8･1 コア（後期更新世
～完新世堆積物）が採取され，同堆積物の層序や堆積環
境の解明のために火山灰分析と珪藻分析を行った．火
山灰分析で深度 43.58 m 前後で約 10.6 万年前降灰の洞
爺火山灰（Toya）を，深度 19.42 m 前後で約 4.1 万年
前噴出の支笏軽石流堆積物（Spfl）の挟在層準を認定し，
珪藻分析で深度 24.35 m 前後のシルトの堆積環境は淡
水域であったことを明らかにした．札幌扇状地堆積物の
堆積開始は後期更新世の MIS 5e，またはそれ以前と考
えられる．N 8･1 と北大地盤観測井（HU），地質研究所
井（GSH）に挟在する泥質物の堆積環境から，MIS 5a 
の最高海面は標高－ 13 m 前後と推定した．

要旨

はじめに
　石狩湾沿岸から苫小牧沿岸に至る石狩低地帯（長尾，
1941）の北部に位置する石狩平野（狭義）は，扇状地
や氾濫原，後背湿地，砂丘などが広がり，地下には氷河
性海水準変動の影響を受け堆積した上部更新統～完新統
が分布する．同平野には多くの都市が存在し，同層の層
序や分布の解明は地震防災や地下空間利用，地下水資源
開発などにとって重要な課題である．石狩平野の地下地
質の層序や堆積環境などは徐々に解明されつつあるもの
の，地層区分や地質年代が明瞭なボーリングは今なお少

なく，更なる研究が必要とされている．
　2011 年に札幌市北区で建築物の基礎調査用ボーリン
グが行われ，掘削位置は北 8 条西 1 丁目であることか
ら，名称を N 8･1 ボーリングとし以下に述べる．得ら
れたコアは主に砂礫からなる扇状地堆積物で，同堆積物
の層序と堆積環境を明らかにするために，火山灰と珪藻
の分析を行った．その結果，約 106 ka 降灰（東宮・宮
城，2020）の洞爺火山灰（以下，Toya と称す）と約
41 ka 噴出（許ほか，2001）の支笏軽石流堆積物（Katsui，
1963：Spfl）の挟在層準と淡水生珪藻の産出を確認し，
更に扇状地堆積物基底の地質年代や MIS 5a 期の最高海
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面高を検討した．なお，札幌扇状地は豊平川扇状地とも
称される（例えば山口ほか，1964；大丸，1989 など）
が，本文では同扇状地の最初の研究である小山内ほか

（1956）に従い前者を用いることとし，同扇状地を形成
する堆積物を札幌扇状地堆積物とした．  

主な研究
　石狩平野地下の上部更新統～完新統の層序検討は小
山内ほか（1956）による 5 万分の 1 地質図幅調査が最
初で，その後，山口ほか（1964，1965）が水理地質学
の立場から帯水層区分を行い，湊ほか（1968）は Spfl
より上位の地層を軟弱地盤地質系統として区分してい
る．更に，大島（1974）の沖積層区分や基底深度の研
究，五十嵐・熊野（1974）の札幌市手稲中継ポンプ場
と茨戸中継ポンプ場の沖積層についての花粉分析，松下

（1979）の石狩海岸部の埋没地形や上部更新統～完新統
層序解析，赤松・松下（1984）の貝化石群集や放射性
炭素年代（14C 年代）測定値による第四系の層序区分，
五十嵐ほか（1989）の札幌市新琴似での Toya の挟在
を公表している．大丸（1989）は完新世における豊平
川扇状地と氾濫原低地の形成過程を解明し，高木ほか

（1990）は札幌市東区栄町のボーリングコア中の貝化石
群集から地史を検討している．佐藤ほか（2001）は新
篠津村武田地区での沖積層ボーリングコアについて解
析し，川上ほか（2012d）により再整理され，廣瀬ほ
か（2011）は既存ボーリング資料を用いて沖積層基底
礫層の上限標高を示している．嵯峨山ほか（2007）は

北大地盤観測井（以下，HU）の層序を検討し，北川ほ
か（1985）は同コアの標高−139 ～−123 m に逆帯磁期
が認められ，その中の標高−137 ～−136 m に存在する
正帯磁期は Jaramillo 事件に相当するとしている．嵯峨
山ほか（2010）の珪藻分析による沖積層の広域的検討や，
川上ほか（2012a, b, c）の堆積学的観点からの沖積層
の層序解明がなされている．また，沖積層の特徴的な 2
層準の検討（嵯峨山ほか，2013）や地質研究所観測井

（以下，GSH）の層序検討と HU 孔の層序対比（嵯峨山
ほか，2014），札幌市東区の SL-2（佐藤ほか 2014；嵯
峨山ほか 2018）の検討，4 本のボーリングの珪藻群集
による堆積環境対比（嵯峨山ほか，2015），野幌丘陵
と近隣低地の中～上部更新統の層序検討（嵯峨山ほか，
2016），沖積層の基底と MIS 5e 堆積面の研究（嵯峨山
ほか，2017）などが行われている． 

地形・地質とボーリング概要
　札幌市の北半分を含む石狩低地は石狩平野の石狩湾臨
海部に位置し，地形は扇状地と氾濫原・後背湿地に大き
く区分される．扇状地は西方の山地に沿って南より札幌
扇状地，円山扇状地，琴似扇状地，発寒扇状地および星
置扇状地が発達する．豊平川により形成された札幌扇状
地は，扇状地面の高さの違いにより平岸面（小山内ほ
か，1956）と札幌面（藤木，1974）に区分され，平岸
面は札幌市南区真駒内付近の標高 80 ～ 90 m を扇頂と
し，札幌面は JR 札幌駅北側の標高 15 m 付近まで広が
る．氾濫原・後背湿地は札幌扇状地以北に広がり，礫や

Fig. 1  Boring sites of N8･1, HU and GSH in Sapporo on topographic map of the Sapporo quadrangle (1 : 

25,000-scale) of Geospatial Information Authority of Japan.
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砂，粘土からなる河川堆積物や泥炭などが分布する．
　扇状地を形成する札幌扇状地堆積物は豊平川などに
より供給された砂や礫，粘土などからなる．厚さは 50 
m 前後で，深度 25 ～ 30 m のシルト層を境に上下に区
分され（北川，1990），上部は主に中礫以上の砂礫から
なり，下部は砂礫層からなる．小山内ほか（1956）は，
ほぼ同じ標高で広く分布する厚さ数 m の泥炭層や泥炭
質シルト層（山口ほか，1965）より上位の砂礫層を札
幌扇状地堆積物としている．札幌扇状地堆積物の地質年
代については，札幌市教育員会編（1989）は最終氷期
から完新世のものとしている．大丸（1989）は更新世
の扇状地礫層（平岸面堆積物）の下位に Spfl より古い扇
状地礫層が存在するとしている．また，大丸（2003）は，
Spfl より下位に連続性のよい埋没段丘面があり，本面は
豊平川扇状地を示すものの，詳細な年代については不明
としている．
　N 8･1 ボーリングコアは，2011 年 3 月に建物の支持
基盤層確認のために深度 44.50 m（標高－ 28.34 m）
までの掘削により採取された．掘削位置は JR 札幌駅よ
り約 325 m 北東方の札幌市北区北 8 条西 1 丁目（北緯
43° 04′ 16.1″，東経 141° 21′ 11.7″）で（Fig. 1），札
幌扇状地（札幌面）のほぼ末端部に位置し，地盤標高は
15.66 m である．孔内地質は著者の一人（阪田）によ
り記載され，以下にそれに基づいて述べる．砂礫が大半
を占め，下部付近に火山灰が，中央部に火山灰とシルト
がそれぞれ挟在し，最上部は砂や粘土からなり，層相に

基づき下位よりⅠ～Ⅲのユニットに区分される．ユニッ
トⅠは深度 44.00 ～ 40.95 m で，深度 44.00 ～ 43.07 
m は粗砂と安山岩質な直径 1 cm 前後の細礫からなる．
深度 43.07 ～ 42.68 m は褐色の細粒火山灰～砂質火山
灰で，深度 43.075 ～ 43.06 m，同 43.06 ～ 43.04 m，
同 42.83 ～ 42.80 m で火山灰分析用試料 V-no. 1 ～
V-no. 3 を採取した．深度 42.68 ～ 41.97 m は淘汰良
好な暗褐色の火山灰質砂で．深度 41.97 ～ 40.95 m は
砂混じりな粗粒火山灰からなり，深度 41.63 ～ 41.60 
m で火山灰分析用試料 V-no. 4 を採取した．ユニットⅡ
は深度 40.95 ～ 2.70 m で，深度 40.95 ～ 39.70 m は
褐灰色で直径 1 mm 前後の粗砂からなり，全体的に火
山灰質である．39.70 ～ 37.89 m は安山岩質な直径 1 
cm 前後の細礫からなる．深度 37.89 ～ 26.87 m は直
径 6 cm 以下の安山岩質礫と中～粗砂を主体に，一部に
粘土を含む．深度 26.87 ～ 26.62 m は褐色の火山灰質
砂で，深度 26.62 ～ 25.05 m は安山岩質礫と中～粗砂
からなり，深度 25.05 ～ 24.48 m は厚さ数 cm 単位の
火山灰質シルトと細砂の互層を呈する．深度 24.48 ～
24.13 m はやや砂混じりの塊状シルトで，深度 24.40 
m と同 24.30 m で珪藻分析用試料 D-no. 1 と D-no. 2
を採取した．深度 24.13 ～ 20.22 m は安山岩質礫と中
～粗砂からなり，部分的に粘土を挟む．深度 20.22 ～
19.73 m は火山灰質砂から火山灰質シルトへと上方細粒
化し，深度 19.73 ～ 19.60 m では褐色で淘汰良好な火
山灰が認められる．深度 19.60 ～ 19.20 m は白色の火

Fig. 2  Geologic column, sampling horizons, results of diatom analysis, salinity index obtained by 
diatom analysis and N values for N8･1 core. Toya: Toya volcanic ash, Spfl: Shikotsu Pumice Flow 
deposits, B-F: brackish to freshwater species, F: freshwater species.
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山灰と直径数 cm の軽石や岩片からなり，硬く溶結して
いる．火山灰分析用試料 V-no. 5 は深度 19.58 ～ 19.55 
m で，同 V-no. 6 と V-no. 7 は深度 19.33 ～ 19.26 m
で採取した．深度 19.20 ～ 13.01 m は安山岩質礫と中
～粗砂を主体に，部分的に火山灰や粘土が混入する．深
度 13.01 ～ 12.67 m は淘汰良好な中砂からなり，上方
粗粒化を呈する．深度 12.67 ～ 4.30 m は安山岩質礫と
中～粗砂からなり，部分的に火山灰や粘土が混じる．礫
は直径 5 cm 以下で，亜角～亜円状である．深度 4.30
～ 2.70 m は細～中砂からシルト質砂，シルトへと上方
細粒化を呈し，細～中砂は火山灰質で，シルト質砂には
長さ数 mmの植物根が混入する．ユニットⅢは深度2.70
～ 0.00 m で，深度 2.70 ～ 1.15 m は下位より火山灰
質なシルト質砂，粘性のあるシルト，厚さ数 cm の火山
灰を挟むシルト質砂が累重する．最上部の深度 1.15 ～
0.00 m は亜角礫やビニール片などが混入する人工層で
ある（Fig. 2）．

分析方法
1．火山灰分析
　火山灰分析用試料の V-no. 1（細粒火山灰）は深
度 43.075 ～ 43.06 m，V-no. 2（ 細 粒 火 山 灰 ） は 深
度 43.06 ～ 43.04 m，V-no. 3（ 砂 質 火 山 灰 ） は 深
度 42.83 ～ 42.80 m，V-no. 4（砂質火山灰）は深度
41.63 ～ 41.60 m，V-no. 5（軽石質火山灰）は深度
19.58 ～ 19.55 m，V-no. 6（軽石）と V-no. 7（火山灰）
は深度 19.33 ～ 19.26 m でそれぞれ採取された．これ
ら 7 試料を水洗いした後，約 60 ℃で乾燥し，粒径 0.125
～ 0.063 mm の火山ガラス，斜方輝石および角閃石を
選別して，温度変化型屈折率測定装置により 1 試料 30
個を基本に屈折率を測定した．本方法は横山ほか（1986）
により実用化された温度変化型測定法の一種で，井島・
春日井（1980）や春日井ほか（1980）により改良され
たものである．火山ガラスの形態は町田・新井（2003）
の分類によった．
2．珪藻分析
　珪藻分析用試料は深度 24.40 m（D-no. 1 ）と同
24.30 m（D-no. 2）で採取したシルトで，生物用顕微
鏡の 1,000 倍で鑑定を行った．試料の処理やプレパラー
ト作成，鑑定方法は嵯峨山ほか（2010）と同様である．
算定数は１試料につき 100 殻で，群集組成から塩分指
数（嵯峨山ほか，2010，2014）を求めた．本指数は海
生種や海～汽水生種が多い場合には 5 に近くなり，当時

Fig. 3  Refractive index histograms of volcanic glass and 
orthopyroxene for  Shikotsu Pumice Flow deposits 
(Spfl) and Toya volcanic ash fall (Toya) in N8･1 core.

Table 1　List of diatom fossils yielded from two geologic 
samples, D-no. 1 and D-no. 2, of N8･1 coe.

嵯峨山 積・井島 行夫・岡村 聡・阪田 義隆
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の塩分濃度が髙かったと，淡水生種や汽～淡水生種が多
い場合には 1 に近くなり，塩分濃度が低かったと推定さ
れる． 

分析結果
1．火山灰分析
　V-no. 1 は火山ガラスが極めて豊富で，厚みのある
形状をなし，町田・新井（1992）の軽石型を示す．火
山ガラス屈折率のレンジとモードは，それぞれ 1.493-
1.499 と 1.494-1.497 である．V-no. 2 も同様に火山ガ
ラスが極めて豊富で，厚みのある形状をなし，軽石型
を示す．火山ガラス屈折率のレンジとモードは 1.493-
1.499 と 1.495-1.497 である．V-no. 3 も火山ガラスが
極めて豊富で，厚みのある形状をなし，軽石型を示す．
火山ガラス屈折率のレンジとモードは 1.493-1.496 と
1.495 である．V-no. 4 も同じく火山ガラスが極めて豊
富で，厚みのある形状をなし，軽石型が多く町田・新
井（1992）のバブル壁型がわずかに存在する．火山ガ
ラス屈折率のレンジとモードは1.494-1.49ｓ6と1.495
である．V-no. 5 は火山ガラスは豊富で，多くの軽石
型とわずかなバブル壁型が存在し，有色鉱物は乏しい．
火山ガラス屈折率のレンジとモードは 1.501-1.505 と
1.502-1.504で，斜方輝石屈折率のレンジは1.729-1.732
である．V-no. 6 は同様に火山ガラスが豊富で，軽石型
とバブル壁型のいずれもが認められる．火山ガラス屈
折率のレンジとモードは 1.501-1.506 と 1.504 である．

V-no. 7 も火山ガラスが豊富で，軽石型とバブル壁型が
存在し，有色鉱物は極めて乏しく，火山ガラス屈折率の
レンジとモードは1.498-1.506と1.503である（Fig. 3）．
2．珪藻分析
　D-no. 1（深度 24.40 m）と D-no. 2（深度 24.30 m）
ではいずれも淡水生種が 95％以上を占め，わずかに汽
～淡水生種であるHanzschia amphioxys (Ehr.) Grun.
やNavicula mutica Kütz. が産する．優勢種は付着性淡
水生種のPinnularia borealis Ehr. で，D-no. 1 では 50 
％，D-no. 2 では 54 ％を占める．その他，Pinnularia 
gibba Ehr.やEunotia praerupta Ehr.が随伴する（Table 
1，Fig. 2）．千葉・澤井（2014）によれば，Hanzschia 
amphioxys や Navicula mutica，Pinnularia borealis
は陸生珪藻 A 群集に，Pinnularia gibba は湖沼湿地付
着生種群に区分される．塩分指数は D-no. 1 が 1.04，
D-no. 2 が 1.03 で，いずれも淡水の区分に相当する．

考　察
1．N 8･1 コアと札幌扇状地堆積物の地質年代
　今回の火山灰分析の結果から，V-no. 1 ～ V-no. 2 の
火山ガラスの屈折率が Toya の 1.494-1.498（町田・新
井，2003）にほぼ相当し，厚みのあるガラス形状や軽
石型を示す点から，これらは Toya に対比可能と考え
る．V-no. 3 ～ V-no. 4 は，上記の 2 試料に比べ，屈折
率レンジが異なることから Toya の再堆積の可能性が
ある．V-no. 5 ～ V-no. 7 の火山ガラスの屈折率は Spfl

Fig. 4  Correlation of N8･1 core with two neighboring boring cores (HU and GSH) , and sea level curve for the late 
Pleistocene to Holocene. 　The coring sites are shown in Fig. 1. Geologic columns of HU and GSH are after Sagayama 
(2007, 2014). Toya: Toya volcanic ash fall, Spfl: Shikotsu Pumice Flow deposits, Spfa 1: Shikotsu Pumice Fall deposits 1, 
B.: Brackish, F.: Freshwater.
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の 1.500-1.505（町田・新井，2003）にほぼ相当し，
V-no. 5 の斜方輝石の屈折率も約 41 ka 噴出の Spfl の
1.729-1.735（町田・新井，2003）以内に収まる．この
ため，これら 3 試料は Spfl に相当すると考えるものの，
V-no. 7 の屈折率レンジは他の 2 試料に比べ低い部分

（1.498 － 1.499）が認められる．以上から，N 8･1 コ
アは基底部に Toya を挟在する後期更新世～完新世の堆
積物と考える． 

　D-no. 1 と D-no. 2 の産出珪藻種から，深度 24.48 ～
24.13 m の塊状シルトは沼沢湿地における堆積物と推
定される． 
　以上から，N8･1 コアの地質年代は深度 44 ～ 25.05 
m は下部に Toya が挟在することから MIS 5d ～ MIS 
5b，深度 25.05 ～ 24.13 m は次章で述べる根拠から
MIS 5a，深度 24.13 ～ 2.70 m は Spfl を挟在すること
から MIS 4 ～ MIS 2，深度 2.70 ～ 0.00 m は MIS 1 と
推定した（Fig. 2）． 
N 8･1 の層相記載では，標高約 3 m に挟在する Spfl（厚
さ 40 cm）は溶結しているとされている．札幌市南区
石山をはじめ様々な所で観察でき，Spfl の溶結部は非溶
結部と累重している．一方，N 8･1 コアでは非溶結部は
認められないことから溶結部の礫の可能性もあり，今後
の検討が必要である．また，溶結部の下位の火山灰（深
度 19.73 ～ 19.60 m）は淘汰良好であることから降下
火山灰の可能性が考えられ，今後の検討課題である．
　次に，札幌扇状地堆積物の地質時代について検討する．
小山内ほか（1956）は水井戸柱状図から札幌扇状地堆
積物の厚さは最大で 60 ～ 70 m とし，同堆積物の直下
に泥炭層を確認している．山口ほか（1965）は，札幌
扇状地堆積物の厚さを 50 m 前後とし，同堆積物直下に
泥炭や泥炭質シルトが存在することを認めている．札幌
扇状地堆積物と泥炭や泥炭質シルトの境界は札幌面の
扇央部で深度 54 m 前後，扇端部で深度 45 m 前後で，
標高はほぼ－ 30 m ～－ 37 m である．N 8・1 コア掘
削地点の約 1.7 km 北西方に位置する HU では標高－
38 m 前後に厚さ約 2 m の泥炭や泥炭質粘土が，同じく
GSH では標高－ 35 m 前後に厚さ約 3 m の泥炭がそれ
ぞれ挟在し，上記の標高－ 30 m ～－ 37 m とほぼ同じ
高度であることから，これらの泥炭や泥炭質シルト，泥
炭質粘土はほぼ水平に連続すると考える．HU では，約
106 ka（MIS 5d）降灰の Toya の標高は－ 22.98 m で，
上記の泥炭や泥炭質粘土は Toya より古く，同堆積物基
底の時代は MIS 5e またはそれ以前と思われる． 
2．既存井対比と MIS 5a 期の海面高
　N 8･1 コア掘削地点の北西方の HU（嵯峨山ほか，
2007）と GSH（嵯峨山ほか，2014）では礫を主体とす
る中～後期更新世堆積物が累重する．HUにはToya（106 
ka）と Spfl（41 ka）の層準が確認されており，GSH で
は電気検層曲線に基づく HU との対比から，両火山灰の
層準は推定されている（嵯峨山ほか，2014）．これら 3
本のボーリングの地質対比を Fig. 4 に示す．N 8･1 の
Toya 層準は標高約－ 27.40 m で，HU の標高－ 22.98 
m に比べ約 4.4 m 低く，原因としては扇状地における
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微地形，または当時の豊平川の河川流路の可能性が考え
られる．
　札幌扇状地堆積物は深度 25 m 付近に細砂またはシ
ルトの薄層を挟在し（山口ほか，1965），これを境に上
下に区分される（北川，1990）．N 8･1 においても深度
24.48 ～ 24.13 m（標高－ 7.88 ～ 7.53 m）に塊状シ
ルトが，HU では深度 27 m（標高－ 15.98 m）付近に
厚さ 1.3 m の粘土がそれぞれ認められ，これらの泥質
堆積物は Toya と Spfl の挟在層準のほぼ中央に位置する
ことから同時代の堆積物で，更に，GSH の深度 27 m（標
高－ 15.10 m）付近の粘土まで水平方向に追跡できる．
上記の 3 つのボーリングの泥質堆積物からは珪藻化石
が産し，今回明らかにした様に N 8・1 での堆積環境は
淡水域を示唆する，一方，HU の粘土からは海～汽水生
種が 16 殻，淡水生種が 71 殻で（嵯峨山ほか，2007），
GSH の粘土では海～汽水生種は 11 ～ 23 殻，汽～淡水
生種は 70 ～ 84 殻産し（嵯峨山ほか，2014），いずれ
も低塩分濃度の汽水的環境を示す（嵯峨山ほか，2007，
2014）．すなわち，当時の海水は HU や GSH まで達し
ていたものの，N 8・1 までは到達しなかったと考える．
後期更新世～完新世海水面変化曲線（遠藤，2015）に
よれば，高海水面期は最終間氷期の MIS 5e，MIS 5c，
MIS 5a と，完新世の MIS 1 で，Toya と Spfl の間に存
在する上記の泥質堆積物は MIS 5c または MIS 5a に堆
積したと推定できる．同堆積物の時代が MIS 5c（105.6
～ 93.6 ka；五十嵐，2009）の高頂期とすると，これと
Spfl（41 ka）間の約 6 万年間の堆積物の厚さは約 5 m
のみであることから MIS 5c の可能性は低く，同堆積物
は MIS 5a のものと思われる．
　N 8･1 コア中の MIS 5a の堆積物である塊状シルトの
挟在標高は約－ 7.70 m で，淡水の堆積環境を示し，同
じく HU や GSH の粘土層は約－ 15.50 m で，汽水を
示すことから，当時の海面高は－ 15.50 m と－ 7.70 m
の間に位置すると推定される．更に，HU や GSH の粘
土層から産した海生種や海～汽水生種の割合が小さいこ
とから少量の海水が流入した低塩分濃度の堆積環境であ
ることが読み取れる．このため，粘土層堆積当時の海面
は標高約－ 15.50 m より若干上位，すなわち標高－ 13 
m前後に存在していたと考える（Fig. 5）．町田（2003）は，
海洋酸素同位体変動（Shackleton, 1987）からは MIS 
5c や 5a の最高海面高はともに標高－ 20 ～－ 25 m と
見積もられるものの，アイソスタシーやジオイド性ユー
スタシーの影響が無視できるバハマでの標高－ 15 ～－
18 m（Richards et al.，1994）や，バルバドスの標高
－ 13 ～－ 18 m（Gallup et al.，1994），ハイチの標高

－ 13±2 m（Dodge et al.，1983）を考慮し，「海成段
丘アトラス」（小池・町田，2001）ではいずれの期の最
高海面高も標高－ 15 m としたと述べている．本海面高
は，今回の推定した海面高とはわずか 2 m 差で，ほぼ
一致すると考える．なお，垂直地盤変動量については論
じるための具体的資料がないことから考慮しておらず，
更なる検討データが必要と考える．

おわりに
　石狩平野地下に分布する上部更新統～完新統の層序や
堆積環境の研究にとって火山灰分析と珪藻分析は有用な
解析手段で，特に Toya と Spfl は地質時代を認定する鍵
層となる．これに 14C 年代や古地磁気測定，花粉分析な
どを加味することで飛躍的に研究精度は高くなると考え
る． 
　本論の要約は次の通りである．1）札幌市北区で長
さ 44.00 m の N 8・1 コア（後期更新世～完新世堆積
物）が採取され，同堆積物の層序や堆積環境の解明の
ために火山灰分析と珪藻分析を行った．2）火山灰分析
では深度 43.58 m 前後で約 10.6 万年前降灰の洞爺火山
灰（Toya）と深度 19.42 m 前後で約 4.1 万年前噴出の
支笏軽石流堆積物（Spfl）の挟在層準を認定し，珪藻分
析では深度 24.35 m 前後のシルトで淡水域環境を確認
した．3）札幌扇状地堆積物の堆積開始は MIS 5e また
はそれ以前と考えられる．4）N 8･1 と隣接の北大地盤
観測井（HU），地質研究所観測井（GSH）との地層対
比を行い，MIS 5a とした泥質堆積物の堆積環境を基に，
当時の最高海面は標高－ 13 m 前後と推定した．
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In order to elucidate stratigraphy and sedimentary environments of the Pleistocene and Holocene in the 

Ishikari Lowland, we carried out analyses of volcanic ash and diatom for a boring core (N8･1) of 44 meters 

long obtained from the Kita Ward, Sapporo, central Hokkaido. Results of volcanic ash analysis show the 

geologic horizons of following two late Pleistocene ash layers: the Shikotsu Pumice Flow deposits (Spfl) of ca 

41 ka in ca 19.42 m depth and the Toya volcanic ash (Toya) of ca 106 ka in ca 43.58 m depth. Diatom analysis 

indicates that silt bed in ca 24.35 m depth of the core deposited in fresh water environments. Meanwhile 

the analysis of clay beds, being correlated with the silt bed in neighboring two cores, HU and GSH, shows 

sedimentary environments brackish. It is inferred that geologic age of those muddy beds is MIS 5a by two ash 

layers, Spfl and Toya, and maximum sea level of MIS 5a stage was ca 13 m below the present sea level. 

Abstract
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